歴史地震研究会2009～2010年度　第1回幹事会

2009年11月5日16時～18時　於地震予知総合研究振興会会議室

参加者：北原・武村・諸井・松浦・林・中村・西山・小松原

1． 総会議事録の確認

　総務委員会作成の議事録案を検討した。

議事録案を微修正した上早期に財政委員に送り会員に送付するとともに，広報委員を通じてHPに掲載する。

　大会案内に関する確認について：4月に全会員に大会案内(講演申し込み申請など)をはがきで郵送する。文面は行事委員が作成し、財政委員が発送する。

2． 学術団体申請について
学術団体申請に当たり会員名簿を提出する必要がある。今の名簿では団体・在外会員は入っていないのではないか？(編集委員)
財政委員で確認し、最新の全会員の記載されている名簿を編集委員に送付する(財政委員)。

11月６日午前に財政委員が編集委員に会長印鑑を送り、6日中に書類を提出する(編集委員)。
以下に編集委員からの申請報告の概要説明をまとめる。

研究者比率・役員の会費納入義務など学術団体としての要件をクリアしている。

連絡先は地震予知総合研究振興会とする。

分野は人文社会科学と理工学の両方とした。

趣意書などは会則を基に編集委員が作成し文書を完成させた。

3． 入会申請

　前嶋さん・大邑さん・土田さん・東さんの4名が入会を申請している。
4人の入会を全委員が承認。

　入会承認のお知らせは財政委員が出す。

　最新号を総務委員が直接送付する。その際，すでに入金されているので会誌に会費振込み用紙を添えない。

4． 入会申込書の書式について
　入会の動機（自己紹介）と職名を書く欄を入会申込書に加えるように書式を変更する(財政委員)。

5． 大津大会決算

　後援いただいた滋賀県と大津市に収支報告を出す。収入欄に会費からの補填分を出す。
　会長作成の謝礼文と懇親会などの写真を添えて決算報告を旧行事委員が後援者に出す。

　大津大会の赤字を踏まえて今後の対策を議論した。

· 今後参加費は1000円にする（大会に参加しない会員もいることを考慮して，参加者が費用を自己負担する原則に基づいて，予稿集印刷費は最低限参加者負担とする）

· アルバイト代の12000円/人・日は高すぎた。

· 来年以降の大会について、具体的な予算案を事前に作成するようにする。次回については行事委員会で予算案を作成し次回幹事会で議論する。

6． 会の備品の報告

· 会長印・銀行通帳は財政委員が保管

· 会の印鑑は総務委員が保管
· 会誌バックナンバーと大会用品は総務委員が保管
7． 幹事の仕事の役割分担
· 広報委員会：小山会員と協力してHPを更新する。小山会員との具体的な役割分担は両者で協議する。そのほかに地震学会NLへの寄稿、他の関連団体との間のよろず窓口として働く。
· 行事委員会：行事に関わるすべてを取り仕切る。2011年の行事は地質学会の日程を確認(総務委員担当)した上で、北原会長が矢田会員と協議・文書で依頼。
· 編集委員会：学会誌のすべてを取り仕切る。

8． 次回大会の計画(西山行事委員から説明)

· 北原会長が朝日文化財団から関東地震に関わる慰霊堂(東京都公園課が管理＝塔の中に資料が保管されている＝)・被災写真・絵巻などの実態調査・把握と保存に関する調査研究予算をもらっている。来年9月1日にこれに関連する展示会を行う方向で現在働きかけている。慰霊堂・復興記念館で関東資料の展示会ができるなら、これを見学するツアーを企画してはどうか。実物を前にしてきちんとした展示にするための議論をしても良いのではないか。明日行われる文化財保護に関する会議で、歴史地震研究会として見学希望者が出てくる可能性が高いので対応できないか提案する。
· 宇佐美会員から提案されたように、１つのテーマについて掘り下げるシンポジウムを行うなら、テーマと発表者を行事委員会で決めて運営したほうが良い。次回幹事会で行事委員から具体案を報告する。
· 予算案も次回幹事会(1月)までに作成し、報告する。

９　次回幹事会

　1月13日(水曜)16:00から地震予知総合研究振興会会議室で行う。
